








農
業
基
盤
整
備
（
ほ
場
整
備
事
業
）

を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
　

27
年
度
か
ら
の
柴
怒
田
・
上
小

　
　

林
地
区
の
事
業
を
26
年
度
中
に

推
進
す
る
意
思
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

今
後
、
地
元
関
係
者
と
の
調
整
を

　
　

行
い
、
ほ
場
整
備
準
備
会
等
の
組

織
を
立
ち
上
げ
、
26
年
度
に
は
事
業
区

域
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

新
東
名
御
殿
場
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　
　

ン
ジ
周
辺
の
経
済
活
性
化
の
た

め
の
、
農
地
以
外
の
土
地
利
用
の
計
画

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　

今
年
度
か
ら
土
地
利
用
可
能
性

　
　

調
査
に
着
手
し
、
対
応
で
き
る
事

業
を
整
理
し
、
農
産
物
の
生
産
か
ら
加

工
、
販
売
に
至
る
６
次
産
業
化
や
市
街

化
調
整
区
域
で
可
能
と
な
る
土
地
利

用
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

当
市
の
水
資
源
保
全
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
　

地
下
水
全
般
に
対
し
て
の
基
本

　
　

的
な
考
え
方
を
伺
う
。

　
　

地
下
水
の
状
況
を
把
握
し
、
有
効

　
　

か
つ
適
正
な
利
用
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。ま
た
、
水
の

循
環
利
用
の
推
進
等
の
基
本
施
策
を

推
進
し
て
い
る
。

　
　

地
下
水
に
関
連
す
る
こ
れ
ま
で

　
　

の
行
政
指
導
と
、「
地
下
水
保
全

に
関
す
る
条
例
」
制
定
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
指
導
要
綱
・
要
領
等

　
　

を
制
定
し
行
政
指
導
を
行
っ
て

お
り
、
適
正
な
運
用
が
図
ら
れ
て
き
た
。

様
々
な
観
測
や
調
査
結
果
を
も
と
に

現
状
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ
た
地
下

水
の
適
正
利
用
の
推
進
や
、
水
源
の
保

全
等
が
重
要
で
あ
る
。今
後
、
県
が
実

施
す
る「
地
下
水
賦
存（
ふ
ぞ
ん
）量
調

査
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
条
例
の
制
定

を
進
め
て
い
く
。
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かがやき地区からの富士山の眺望

北海道士別市の堆肥化施設

　
当
市
の
可
燃
ご
み
減
量
施
策
に
つ
い

て
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
新
ご
み
処

　
　

理
施
設
は
計
画
処
理
量
に
対
し
、

可
燃
ご
み
の
増
・
減
量
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

　
　

小
山
町
も
含
め
計
画
処
理
量
は

　
　

３
万
2901
ト
ン
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
実
質
ご
み
量
の
増
減
に
応
じ
て
、

１
ト
ン
当
た
り
210
円
が
増
減
と
な
る

契
約
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
実
績
で

は
年
間
36
万
円
余
が
減
額
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
も
ご

み
の
減
量
化
に
努
め
る
。

　
　
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

　
　

の
減
量
目
標
値
に
対
し
て
、
過

去
２
年
間
、
目
標
が
未
達
成
で
あ
り
、

是
正
の
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
と
思

う
が
、
当
局
の
見
解
は
。

　
　

今
年
度
は
大
き
く
４
つ
の
減
量
施

　
　

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、成
果
と

し
て
数
値
に
現
れ
る
ま
で
に
は
多
少
の

時
間
を
要
す
る
。基
本
計
画
は
平
成
27

年
度
に
、減
量
に
向
け
た
施
策
の
再
検
討

に
臨
む
。

　
　

今
年
度
「
御
殿
場
市
ご
み
減
量

　
　

等
推
進
懇
話
会
」
よ
り
、
提
言

書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

提
言
書
等
を
も
と
に
市
長
か
ら

　
　
「
ご
み
減
量
等
推
進
審
議
会
」
に

対
し
、
分
別
区
分
及
び
指
定
ご
み
袋
制

度
に
つ
い
て
諮
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

今
後
、
小
山
町
と
調
整
を
図
り
方
針
決

定
を
し
て
い
く
。

　
　

北
海
道
士
別
市
の
堆
肥
化
施
設

　
　

は
、
当
市
「
ゆ
め
か
ま
ど
」
と

同
様
な
方
式
で
約
６
倍
の
生
ご
み
を

処
理
し
て
い
る
。
機
械
化
・
自
動
化

さ
れ
、
臭
気
の
漏
洩
（
ろ
う
え
い
）

も
少
な
く
、
作
業
環
境
は
良
好
で
あ

り
、
事
業
費
も
安
価
で
あ
る
。
当
市

も
生
ご
み
堆
肥
化
施
設
の
拡
大
を
検

討
し
た
ら
い
か
が
か
。

　
　

再
資
源
化
の
重
要
性
に
鑑
み
、
当

　
　

面
は
現
施
設
で
の
処
理
を
継
続

す
る
中
で
、
運
転
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
に
努
め
る
。

芹沢修治 議員
｜市民21｜

田代耕一 議員
｜創成｜
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平
成
８
年
、
強
制
隔
離
を
骨
格
と

す
る
人
権
侵
害
の
、
ら
い
予
防
法
が

廃
止
さ
れ
、
平
成
21
年
４
月
に
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。

　

同
法
は
、
そ
の
基
本
理
念
に
お
い

て
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
施

策
は
、
国
の
隔
離
政
策
に
よ
る
被
害

を
可
能
な
限
り
回
復
す
る
こ
と
を
旨

と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
お
り
、
ま
た
同
法
第
７
条
で

は
、「
国
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
し
て
、

必
要
な
療
養
を
行
う
も
の
と
す
る
。」、

第
11
条
で
は
、「
国
は
、
医
師
、
看
護

師
及
び
介
護
員
の
確
保
等
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
医
療
及
び

介
護
に
関
す
る
体
制
の
整
備
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
入
所
者
の
平
均
年
齢
は
82

歳
を
超
え
、
高
齢
化
、
障
害
の
重
度
・

重
複
化
に
対
応
し
た
医
療
・
看
護
・

介
護
体
制
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
の
医
療
等
の
体
制

は
、
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
計
画

に
よ
っ
て
、
連
年
に
わ
た
っ
て
職
員

数
が
削
減
さ
れ
続
け
て
お
り
、
入
所

者
の
療
養
生
活
に
多
大
な
支
障
が
生

じ
、
入
所
者
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
国
に
お
い
て

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
に

十
分
な
医
療
及
び
生
活
を
最
後
ま
で

保
障
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
深
く
自
覚
し
、
入
所
者
の
医
療
・

生
存
権
を
最
後
の
一
人
ま
で
保
障
す

べ
く
、
左
記
の
点
に
つ
い
て
格
段
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
療
養
所

所
在
都
市
と
し
て
強
く
要
望
す
る
。

記

１　

国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
計
画

の
対
象
か
ら
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
職
員
を
除
外
す
る
こ
と
。

２　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
賃

金
職
員
の
早
期
定
員
化
に
向
け
た
長

期
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

３　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
医

師
・
看
護
師
・
介
護
員
ほ
か
行
政
職

（
二
）
職
員
の
充
足
・
増
員
を
図
る
こ

と
。

４　

療
養
所
の
将
来
構
想
実
現
に
向

け
て
地
域
開
放
の
方
針
を
示
す
と
と

も
に
、
療
養
所
の
敷
地
や
施
設
、
現

在
有
す
る
力
を
地
域
社
会
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

 

提
出
先

衆
議
院
議
長　
　

参
議
院
議
長　
　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣

総
務
大
臣　
　
　

厚
生
労
働
大
臣

　

10
月
22
日
に
御
殿
場
東
小
学
校
、

10
月
23
日
に
朝
日
小
学
校
の
３
年
生

が
議
場
見
学
に
来
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
１
月
22
日
に
、
第
１
回

議
員
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
議
員
懇
談
会
」
は
、
平
成
25
年
９

月
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会
か
ら
提

言
さ
れ
た
も
の
で
、
地
方
行
政
に
か

か
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
広

く
研
究
し
、
議
員
間
で
自
由
に
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
員
の

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
開
催
す
る
も
の
で
す
。

 

テ
ー
マ

１　

国
立
駿
河
療
養
所
の
将
来
構
想

　

及
び
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

　
（
説
明
者
）
駿
河
療
養
所
入
所
者

自
治
会
会
長　

ほ
か

２　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
活
用
事

　

業
に
つ
い
て

　
（
説
明
者
）
エ
フ
エ
ム
御
殿
場

設
立
準
備
室
長

３　

旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
湯
沢
平
）
跡

　

地
等
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

　
（
説
明
者
）　

企
画
課
長

議
場
見
学

議
場
見
学

議
場
見
学

議
員
懇
談
会

議
員
懇
談
会

議
員
懇
談
会

一生懸命、説明を聞いて、たくさんメモをしてくれました！

意見書意見書意見書
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
職
員
削
減
を

中
止
し
医
療
・
看
護
・
福
祉
体
制
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書



　

各
県
市
町
の
議
員
が
視
察
に
訪
れ
、

当
市
の
施
策
を
研
修
し
、
施
設
等
を

見
学
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
30
日　

三
重
県
伊
賀
市
議
会　

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
法
に
つ
い

　

て
８
月
１
日　

佐
賀
県
小
城
市
議
会　

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

８
月
19
日　

静
岡
県
議
会　

・
富
士
山
を
活
か
し
た
観
光
施
策
、

　

御
殿
場
市
景
観
計
画
に
つ
い
て

８
月
24
日　

熊
本
県
菊
池
市
議
会　

・
「
富
士
山
樹
空
の
森
」
施
設
概
要

　

に
つ
い
て

10
月
23
日　

京
都
府
精
華
町
議
会　

・
御
殿
場
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

10
月
23
日　

埼
玉
県
深
谷
市
議
会　

・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
誘
致
に

　

つ
い
て

10
月
30
日　

沖
縄
県
議
会　

・
東
富
士
演
習
場
の
使
用
協
定
の
運

　

用
の
実
態
に
つ
い
て

11
月
７
日　

佐
賀
県
唐
津
市
議
会　

・
東
山
旧
岸
邸
整
備
事
業
に
つ
い
て

11
月
８
日　

愛
知
県
愛
西
市
議
会　

・
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

　

に
つ
い
て

11
月
11
日　

福
岡
県
嘉
麻
市
議
会　

・
景
観
形
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

11
月
20
日　

福
島
県
喜
多
方
市
議
会

　

11
月
18
日
に
御
殿
場
市
、
裾
野
市
、

小
山
町
の
２
市
１
町
の
議
会
に
お
い

て
、
議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

合
同
で
議
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

 

会　

場　

ホ
テ
ル
御
殿
場
館
21

 

テ
ー
マ

「
富
士
山　

世
界
遺
産

　
　
　

―

こ
れ
ま
で
の
道
の
り

　

こ
れ
か
ら
の
取
組―

」

 

講　

師

静
岡
県 

文
化
・
観
光
部　

交
流
企
画

局 

富
士
山
世
界
遺
産
課
保
存
管
理
班

　

班
長　
　

小
野　

聡　

氏

 

内　

容

　

平
成
25
年
６
月
に
、
富
士
山
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の

経
緯
や
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、「
登
録
は
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
ス
タ
ー
ト
」
で
あ
る
と
認
識

さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

行
政
視
察
受
入
れ
報
告

行
政
視
察
受
入
れ
報
告

行
政
視
察
受
入
れ
報
告

２
市
１
町
議
員
研
修
会

２
市
１
町
議
員
研
修
会

２
市
１
町
議
員
研
修
会

愛知県愛西市議会

福岡県嘉麻市議会

佐賀県小城市議会

9

・
議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

11
月
21
日　

茨
城
県
神
栖
市
議
会　

・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

11
月
21
日　

大
分
県
玖
珠
町
議
会

・
東
富
士
演
習
場
に
係
る
諸
課
題
に

　

つ
い
て

お　

  

ぎ

か 

ら　
つ

あ 

い 

さ 

い

か　

  

ま

き　
　

た　

か 

た

く　
　

す

か 

み　
す

お　ぎ

あいさい

か　ま
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